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 我々の研究室ではこれまでに溶液中で働く弱い相互作用を利用して、溶液中での磁気的な相互作用の

制御や、有機ラジカルが有する水プロトン緩和時間短縮効果（緩和能）について着目し、有機 MRI 造

影剤の構築を目指して研究を行ってきた。1-3今回、トリエチレングリコール（TEG）とヘキシル基（C6）

を連結させた両親媒性側鎖を持つ C3 対称なトリウレア体（(TEGC6)3U）において、図１に示すように

水溶液中で下限臨界溶液温度（LCST）を持ち、その LCST 以上の温度で白濁化する現象が観察された。

この温度感受性化合物に安定ラジカルとして知られる TEMPO ラジカルを導入することで、温度感受性

という機能を有する有機 MRI 造影剤の構築を目指した。 
 これらの化合物を吸収スペクトル、TEM 測定、DLS 測定を用いることで、水溶液中での集合体の構

造決定を行い、有機ラジカルを有する TEG3UT3については ESR、パルス NMR を用いて水溶液中での

磁気測定を行った。詳細については当日報告する。 
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(TEGC6)3Uの透過度の温度依存性 
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